
＜研究計画書フォーマット＞
（指定行以外はすべて　10.5ｐ　ms明朝体　で記載　記載後は、色文字は消去ください)
平成２２年度新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業研究計画書
22000（課題番号を記載：10.5p century）
（1行空き）
課題名・・・・・・・・・・・(12pMSゴシック)
研究期間：2010年度～2012年度（３年間）
中核機関・研究総括者：（独）農研機構○○○○研究所　農林太郎
共同機関：（大）○○大学
　　　　　　（独）農研機構△△△△研究センター
　　　　　　○○県○○農業試験場
（1行空き）
Ⅰ．試験研究の全体計画　(10.5p　MSゴシック　)　　
１．研究目的　(10.5p　MSゴシック　見出し数字はすべて全角です。オートインデントは使用しないでください)
　○○・・・　研究の背景、研究の意義、開発目標、これまでの研究の経緯等を記載する。
○○・・・・・・・・
　本研究では、　　　　以下規定された書式ですのでインデントも含め必ず従ってください。
　　１．中課題名をそのまま箇条書きする。
　　２．○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
　　　○○・・・・。
　　３．○○・・・・・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
により、△△・・・・・・・・・・・を解明し、○○の開発を目標とする。（開発目標が多い場合には、箇条書きも可）
その結果
　　１．○○・・・・・　研究達成による農林水産業や、国民に対する波及効果を記載。
　　２．○○・・・・・
が期待される。　（ここまで１Ｐぐらいを目標）
　（1行空き）
２．研究内容　(10.5p　MSゴシック)
１．中課題名を記載
　中課題の内容を記載・・・・
○○・・・・・・
（１）小課題名を記載
　　　　○○・・・・・
　　　○○・・　全研究期間中に行う研究内容（開発目標、手法等）を記載。なお、Ⅱ.22年度細部計画には22年度の研究内容を詳細に記載する箇所があるので、全研究期間の小課題の研究目標・内容について記載する。
　（２）小課題名を記載
　　　　○○・・・・・
　　　○○・・・・・
小課題を設けない場合は、中課題の全研究期間中に行う研究内容（開発目標、手法等）を記載する。「（１）小課題名」は記載する必要無し。
　（1行空き）
２．中課題名を記載
（1行空き）
３．中課題名を記載
　以下同じ
３．達成目標及び期待される効果（10.5p MSゴシック）
　　研究成果の目標を、極力数値を入れて、具体的に記載する。また、その目標が達成された場合に、期待される成果を現場への普及の観点から記載する。
（1行空き）
４．研究領域との関係（研究領域設定型研究及び緊急対応型調査研究）（10.5p MSゴシック）
現場実証支援型研究及び機関連携強化型研究においては本項目を削除すること。
　　創出される成果が研究課題の属する研究領域に示されたコンセプト、技術開発目標にどのように貢献するのかを記述する。
（1行空き）
５．地域活性化との関係（10.5p MSゴシック）
緊急対応型調査研究においては本項目を削除すること。
　　地域の農林水産業関係者と地域の商工業者が連携して課題の解決に取り組む等地域の活性化にどのように貢献していくのかを記述する。
（1行空き）
６．成果を迅速に普及・実用化に移すための取組み（10.5p MSゴシック）
　　研究成果を迅速に普及・実用化に移すために、現場への適用確認、ユーザーへのアンケート、市場調査の実施、普及関係者（販売担当者）との意見交換等普及関係（販売関係）部局あるいは成果を活用すべき行政部局との連携、原料供給側（農林水産業者）との意見交換等の連携（特に、新たな可能性を引き出す新需要の創造領域、温室効果ガス排出削減のための省エネルギー・新エネルギー対策領域、現場実証支援型研究及び機関連携強化型研究は必須）、これらの情報の参画研究機関のフィードバック等、研究実施と並行して行う普及・実用化に向けた取組内容を、具体的に（数値をあげて）記載をすること。特に現場実証支援型研究及び機関連携強化型研究で採択された課題においては、地域の農林水産業者との連携や関連業者との連携をどのように図る予定であるのかを明確に記載すること。
　（７.年次計画表が、前ページの空きスペースに入らなければ改ページ、数行の調整で挿入できる場合は行間隔等の調整を行い挿入し、無駄な空きスペースをなくす。）
７．年次計画　(10.5p　MSゴシック)
	研究項目
	2010年度
	2011年度
	2012年度

	１．中課題名を記載・・・・・・・○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（１）小課題名を記載・・・・・・△・・・・・・・・・・・・・・・
（２）△・・・・・・・・・・△・・・・
　
（３）
２．○○・・・・・・・・・・・○・・・・・
表内は8～10.5ポイントで記載
３．○○・・・・・・・・・・・○・・・・・
（１）△・・・・・・・△・・・・・・・・・・・・・・・

	
	

	

	所要経費（合計）
	（配分予定額）千円
	（記入しない）千円
	（記入しない）千円



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅱ．平成２２年度細部計画　(10.5p　MSゴシック)
　Ⅱ－１研究に関する計画
１．中課題名を記載　（22年度に実施する課題のみを記載）
（１）小課題名を記載
１）研究の進捗状態（22年度に実施する課題のみを記載）
この課題に関連するこれまでの自己の研究経緯、あるいは他者の研究を含めた研究状況について、残されている問題を含めて記載する。200字程度  
　　　２）平成２２年度の研究目的
研究として明らかにする（開発する）目的を記載する。（100字程度）
　　　３）平成２２年度の達成目標
　　　　　当該年次に達成できる範囲（「いつまでに」、「何を」達成するか極力数値目標を記載）を入れて、具体的に記載する。（100字程度）
　　　４）平成２２年度研究内容
研究目的を達成させるための研究手法・内容を簡潔に記載
詳細な計画書ではなく、研究手法や内容の概略が分かれば良い。（200～400字程度）
（空行）
２．中課題名を記載　（22年度に実施する課題のみを記載　）以下同
小課題が無い場合には、（１）小課題を無理に設けず１）以下を記載
　Ⅱ－２普及に関する計画
　　　　研究成果を迅速に普及に移すため、平成２２年度に実施する予定の行動内容を、具体的に記載する。
　　　　（研究成果の普及が必要な研究課題については、研究成果を迅速に普及に移すための行動内容も記載してよい）
（　Ⅲ表の大きさ、スペースに応じて改ページ）　　　後ろページに続く
Ⅲ　実施体制　(10.5p　MSゴシック)
	研究項目
	担当機関
	
	研究担当者
	ｴﾌｫｰﾄ
（％）

	研究総括者
１．○○・・・・
×○○・・・・・・・
×（１）○○・・・
××○○・・・・・・
×（２）○○・・・
×（３）○○・・・
２．
×　はインデント
 
	（独）○○研究センター△チーム
（独）○○研究センター△チーム
○○県○○試験場○○部
△△大学○○学部
（株）○○　△△部
（独）○○研究センター△チーム
　　
　　役職名は記載しない。

	◎
○
△
○

	○○○○
○○○○

	25
前出



（注１）　研究総括者には◎、中課題責任者には○、小課題責任者には△を付すこと。
（注２）　中核機関及び共同機関並びに研究総括者の変更を行う必要が生じた場合はその理由を明記した書面を添付すること。
エフォートは、3年間を考慮して、この研究に従事する、総勤務時間に対する割合（％）を記載する。2度目の記載は「前出」を記入
枠幅は適宜調節してください。
研究総括者の変更や、受託研究機関の変更が伴う異動の場合には、必ず、研究推進課への連絡と許可が必要です。中核機関の変更は原則認められません。
異動等による研究者の交代がある場合には、前任者△△△△（～2011.3）後任者○○○○（2011.4～）と名前の後ろに変更時期を年度報告書に記載する。
　Ⅳ　平成２２年度所用経費
	研究項目
	実施機関
	配分額（千円）

	１．中課題名を記載・・・・・・・○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
	
	

	（１）小課題名を記載・・・・・・△・・・・・・・・・・・・・・・
	○○大学
	○○，○○○

	（２）△・・・・・・・・・・△・・・・
	
	

	（３）×・・・・・・・・・
×・・・・
	
	

	２．○○・・・・・・・・・・・○・・・・・
	
	

	　（１）・・・・・・・・・・
・・・・・・・
	
	

	　（２）・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・
	
	

	３．○○・・・・・・・・・・・○・・・・・
	
	

	（１）△・・・・・・・△・・・・・・・・・・・・・・・
	
	


＊ただし、同一機関で複数の小課題に跨って使用するもの（備品費・印刷費等）は、その金額を小課題ごとに按分して算出する。
○○の調査（△△県農試）





○○の検証（（独）△△研究センター、○○県農試）�HYPERLINK�￥￥￥�￥）





○○の調査（○○大学、△△県農試）





○○の実証（△△県農試）





△△の検証（△△県農試）





○○の開発（○○大学、△△（株）県）





□□の実証（△△県農試）





以上の研究計画は、受託した課題の研究内容等を示すものであり、研究中途の変更は原則として認められておりません。


　なお、プログラムオフィサー(PO)等による計画変更の指示があった場合、あるいは発展的な計画の変更で担当プログラムオフィサーの許可が得られる場合には変更が認められることがあります。


　３）年次計画表の研究期間は研究の進捗に応じて変更はできますが、担当プログラムオフィサーの許可が必要です。


　





以上の研究計画は、受託した課題の研究内容を示すものであり、研究中途の変更は原則として認められておりません。


　なお、プログラムオフィサー(PO)等による計画変更の指示があった場合、あるいは発展的な計画の変更で担当プログラムオフィサーの許可が得られる場合には変更が認められることがあります。


　４．年次計画の研究期間は研究の進捗に応じて変更はできますが、その際は「Ⅲ　年度研究細部計画の１）研究の進捗状態」でも説明下さい。


　





チェックシート　（最後に添付下さい）　


　規定書式に従いましたか。□　　　　色文字は消去しましたか。□


　中課題名、小課題名は　１．研究目的、２．研究目的、３．年次計画表、Ⅱ 22年度細部計画、Ⅲ 実施体制表　、概要書を含めて６箇所が一致していますか。□　





研究総括者名　　　


所属機関


メールアドレス


電話番号









